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青年の手による世界平和のための実践の日「青年の日」について 

５月１８日、全国の青少年部員が社会や国家、世界

平和のために具体的な菩薩行を実践する「青年の日」

が開催されます。 
そして、その日の正午、教会で、家庭で、または職

場で、世界平和への願いをひとつにする全国の青少年

が共に、世界平和を祈ります。 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
（平和の祈り） 
世界には、貧困､飢餓､伝染病､戦争､テロ､人種差別など、

さまざまな問題が山積みしています。そして今この瞬間にも

多くの尊い生命が失われ、悲しみの声につつまれているので

す。 
私たちは、この現状に無関心でいるわけにはいきません。

なぜなら、私自身の中にこそ、さまざまな問題を引起こす「平

和を乱すこころ」があるからです。 
私自身の「平和を乱すこころ」を、今までどれくらい見つ

めていたでしょうか。毎日の生活の中で起こる様々な気持

ち、貪り、怒り、愚かさ。自分の心を深く見つめていけばい

くほど、他の誰も責めることはできなくなります。 

そんな私から、まずはじめませんか。私がやさしくなりま

せんか。目の前にいる人を大切にしよう、家族へ思いやりの

心をつくそう。そして、すべてのひと・すべてのものを大切

にしよう。 
この世の本当の姿である、すべてのいのちが尊ばれる、一

乗の世界。大いなる一つのいのちである －和－ の世界を、

すべての人と分かちあいたい。この誓いが世界中のいのちに

届くまで、祈ります。 
そして、行動します。 

黙祷（３０秒） 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

京都の青少年部員は、この日、教会に集合して、自

らの「平和の心」を築くための学習会を実施します。

そして、その心をもって午後には、市内の繁華街に出

て、市民にユニセフ募金を呼びかけます。 

全国の青少年部員が、若さと行動力をもって、立ち

上がることで、世界の平和実現に一歩でも近づくこと

を期待したいものです。みなさんからの力強い応援を

お願いします。 

続：アフリカへ毛布をおくる運動 

前号でなぜアフリカに毛布が必要なのか、どんな毛

布を届けることができるのかをお知らせしました。お

かげさまで教会にぞくぞくと毛布があつまり、５月１

０日現在、集まっている分だけでも早くも２００枚ほ

どになりました。 
京都教会では毎年、支部ごとに毛布回収活動を行っ

ていますが、支部によっては一般家庭だけではなく、

病院やホテル、クリーニング屋などにも毛布の提供を

呼びかけています。５月中旬頃から本格的に支部から

教会へ毛布が集まってきます。 

当運動では毛布だけではなく、毛布を送る輸送費の

ご協力もお願いしています。日本からアフリカの方に

毛布が手に届くまで９００円の費用が必要です。自身の手

で 1 枚の毛布を遠いアフリカの人々の手に届けることが

出来ます。 
《振込先》 
郵便局口座名義：アフリカへ毛布をおくる運動事務局 
郵便局口座番号：００１１０－６－３５１７５６ 
郵送協力金は年間を通して受付けていますが、集計の関係

上２００８年８月２９日を目処にお振込み頂ければ幸い

です。昨年は全国で１１万４４３０枚の毛布が集まりま

した。今年も１枚でも多く届けたいと思います。 
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諸宗教対話のコーナー 

宗教協力 
庭野開祖が法華経に出会ったときから心に抱いてい

た強い念願の一つとして、仏教の三大霊山であるイン

ドの霊鷲山・日本の比叡山・そして中国の天台山への

参拝がありました。ご存知のとおり、霊鷲山は釈尊が

法華経を説かれた地であり、比叡山は前号までに書か

せて頂いたように開祖が山田恵諦座主より様々なご教

示を頂かれた場所であります。そして天台山は隋の時

代、５９８年に天台大師智顗によって開かれ１４００

年近い歴史を持つ寺であり、遣唐使として中国に渡っ

た伝教大師最澄が仏典の研鑽に没頭され、日本に帰国

して比叡山をひらかれたことは皆さんよくご存知のこ

とだと思います。 
この中国と開祖さまのことについて語りたいと思い

ます。開祖は恩師新井助信先生（開祖が法華経を学ん

だ方）より「霊鷲山・天台山・比叡山に参拝してはじ

めて法華経の教えの本家本元へ道がつながることにな

る」と教えて頂いていたのです。その念願の天台山参

拝が昭和５７年に中国仏教協会からの招待で実現した

のです。その招待につながる以前、第一回世界宗教者

平和会議開催にあたり中国代表団にも是非参加して頂

きたいとつねに願っていた開祖でありましたが、文化

大革命のさなかで宗教者との連絡方法もわからない状

況の中で突然一通の招待状が届きました。 
以下次号に続く。 

 

一食（いちじき）を捧げる運動 

「一食を捧げる運動」の精神～ＳＰＩＲＩＴ 

● 「一食を捧げる運動」とは 
朝食や昼食を食べず、それに使うはずだったお金を

世界の人道的援助、開発援助などに役立てていく運動

です。毎月１日と１５日に「一食の日」として実施し

ています。食事を抜くことが難しい仕事の方はたばこ

やその日のビールなど、発育途中の小中学生にはおや

つやジュースなどを少し我慢し、募金しています。 
国や民族、言葉や文化は違っても、今、共に地球に

いきる「いのち」として物心を分かち合い、励ましあ

う、そして自分の心にも平和の砦を築く運動です。 
● 「一乗」精神の発信 
当運動は「すべてのいのちは、大いなるひとつのい

のちに生かさた同根の兄弟姉妹である」という仏教の

世界観、「一乗」の精神に基づいています。当運動を通

して、いのちの尊さ、思いやりの心を伝え弘めます。

● ３つの精神 
【同悲】食事などを抜き、意識的に空腹感を味わうこ

とで飢餓に苦しむ人々の痛みを少しでも分

かちあいます。 
【祈り】苦境にいる人々の心の平安、すべてのいのち

の平安を祈ります。そして自分自身の心を見

つめ、自分自身の平和を乱す心を見つめます。

【布施】食事や嗜好品を節して代金を献金し、自分に

持っているものを捧げる心を深めます。 
佼成会の会員から寄 
せられた浄財は「立 
正佼成会一食平和基 
金として集約され、 
佼成会が行うプロジ 
ェクトや協力する支 
援団体と共に行うプ 
ロジェクトなど、さ 
まざまな支援が行わ 
れます。前頁掲載の「アフリカへ毛布をおくる運動」

にも役立てされています。 
また、会員ではない一般市民の方から寄せられた浄

財は日本ユニセフ協会を通じ、佼成会が指定している

事業への援助に役立てられます。 
 まずはやってみましょう。日本に住んでいる私たち

は１度食事を抜いても次は必ず食べられるのです…。

 
佼成会ミニ知識 

食前感謝の言葉 
立正佼成会では３度の食事前に「食前感謝の言葉」

を唱和するようにしています。 

「天の三光に身を温め、地の五穀に魂を養う～」とい

う言葉がすぐに出てくる方は古参会員さんかも知れま

せんね。 

今は 

 仏さま 自然の恵み 多くの人に感謝して いた

だきます という言葉になっています。 

生かされて生きる感謝の言葉。声を出して言えなくて

も心の中で唱えたいものです。 
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企業経営と平和のコーナー  「仏教を仕事に生かす」 
日本の現状 

日本の近代は「日本の常識は世界の非常識」「日本の

利益は世界の不利益」といった側面を持ち続けて現代

に至っているが、国家の枠内という狭い視野で「日本

を再建しよう、良くしよう」としても意味がない。つ

まり日本の再建が、地球の利益につながらなくてはな

らない。そして、最大のテーマは「現グローバル・ス

タンダード＝アメリカン・スタンダード」に対するオ

ルタナティブ(代案)としての「新グローバル・スタン

ダード」(世界的基準)を創作することであろう。 
時代を変える 
政治・経済・社会、どれをとっても暗く困難な時代

ではあるが、考えようによっては面白い時代にいると

いえる。受身の姿勢でグレーの時代を嘆くよりも、主

体的に行動して自らが変革に参加し、時代を変えるこ

とができると考えてみたらどうだろうか。これからの

時代をドキドキ、ワクワクしながら迎えるほうが、ず

っと楽しく夢がある。まさしく日本版ビッグバンを迎

えたいま、この国は危機の極みにあり、1945 年の敗戦

に続く経済敗戦を迎えたという論もある。そこでわれ

われ一人一人が昭和の高度成長や平成バブルの再現で

はない、グローバル・システムにおける 21 世紀型の

日本再構築案の処方箋を創りださなくてはならない。

世界に貢献する 
 さらにそれは、たんに大競争型資本主義への追随で

はなく、これまでの悪しき点の検証を前提に、人間の

真の豊かさを追求した、新たな価値観を提案する内容

であることが不可欠です。21 世紀を楽しく夢ある時代

にするためにも、個々の人々に課せられた非常に大き

なテーマだと言えるのです。 
理念と哲学 
経営者や管理者にとっていま求められているもの

は、競争がグローバル化してくると「理念・哲学」を

持たないものは生き残れないことである。昔からグロ

ーバルな活動をしてきた世界中の企業を見ると、経営

理念の問題について真剣に取り組み、どの企業もなる

ほどと思うような理念を掲げている。 
例えばジョンソン・＆・ジョンソンの場合「清潔で

健康志向の健全な会社」というイメージを創るために、

同社がそういうビジョン、使命感を社員に徹底的に教

え続け、浸透させるために大変な努力をしてきたから

なのである。従って同社は基本的な理念に合わないこ

とは絶対にやらない。それほどまでに会社の理念・哲

学を大事にしているのである。 
企業が大規模競争の中で、戦っていこうとするなら

ば、やはり理念の問題、哲学の問題を今一度考え直さ

なくてはいけない。これは日本の政治や経済、社会全

体に言えることであり、特に企業経営においては己の

利益のみにとらわれず、「社会や世界に貢献するための

事業を営むのだ」というくらいの理念・哲学がないと

これからの時代は生きられない。そういう意味でいか

にして理念や哲学をきちんと身につけるかということ

も、大規模競争時代の日本にとっては大きな課題なの

である。 
人生観 
 いま人類は何が豊かなことなのか、何が幸せなこと

なのかという価値観全体を、再創造、再構築していか

ねばダメな時期に来ている。その危機的状況の中で

色々なことに気づいた人が、自分の気づいたことをテ

ーマにして、どうチャレンジしていくか、どう社会変

革に企業経営に結び付けていくか、ということが非常

に重要になっているのである。人の痛みがわかり、世

界の悩みがわかり、どこに出しても恥ずかしくない価

値観全体を持った人は、今ではほとんど見つからない。

 もしかすると、いまの日本でのグローバル・スタン

ダードから一番遠いのは人間そのものなのかもしれな

い。21 世紀のネットワーク社会では、アメリカだろう

が、日本だろうが、避けて通れないスタンダードとい

うものがある。それはネットワークというものの本質

である。それを突き詰めていくと、最終的には価値観

がグローバル・スタンダードになっているかどうかと

いうことが必ず問われることになる。 
利他と共生 
「共生・共感・調和・創造」等の価値観そのものがグ

ローバルに受け入れられる。そういう人間を育てるこ

と、そのための制度やシステムを整えることも、今の

日本が取り組むべき重要な課題であると思われる。日

本人はすぐにモデルとなるものを探そうとするが、そ

うした国や地域はない。従って、どこか一国の真似を

すればいいという問題ではなく、色々な国から良いも

のを学びながら日本の伝統的価値観において、それを

内在化していく努力が必要なのである。 
特に資源に恵まれない日本は、世界中の国と良好な

ネットワーク築くことが最大の存立基盤であり、外国

との友好関係なしには、この日本社会の利益・繁栄を

維持することは不可能なのである。世界が平和である

ことで最も恩恵を受ける国が日本である特性から考え

ると、日本が世界の安定のために尽くすことは義務で

あり、最優先に取り組むべきテーマでもある。 
では、仏の教えから見ればどういう「哲学」が生ま

れてくるのか。端的にいえば「利他と共生」の思想で

ある。これまでのように「自分さえよければ」ではな

く、何ごとにもまず「世のため人のため」という考え

方が大前提であることです。個人も企業もこれに徹す

ることができれば、その結果は必ず自分の所にも返っ

てくる。それが、すなわち「共生」そのものなのだ。
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庭野開祖の宗教観･平和観 「一乗の道」 
《ガンジー翁の心を》 WCRP への胎動 
 昭和４２年、庭野開祖のもとにユニテリアン・ユニ

バーサリスト協会のホーマー・ジャック博士から「世

界各国の宗教者が集まって世界平和を実現するための

会議を開きたい」という話があった。 
 「1969 年(昭和 44 年)はマハトマ・ガンジーの生誕

百年の年にあたります。ガンジーの徹底した非暴力主

義の平和運動を引き継ぎ、この年を期して世界の宗教

者が一堂につどって平和について語り合う会議を開き

たい」という趣旨だった。 
 翌、昭和４３年１月、国立京都国際会館で「平和に

ついての日米宗教者京都会議」が開かれ、主催者の一

人として挨拶を求められた庭野開祖は「人類の平和が

今ほど求められている時はないのに、宗教者が互いに

手をたずさえる勇気を持てないとしたら、宗教は人類

の進歩に貢献する道を失うことになりましょう。世界

の宗教者が一つの心になることこそ急務だと思いま

す」と自らの信念を述べた。 
そして「ガンジー翁の非暴力主義こそ宗教者の平和

運動の出発点ですが、生誕百年祭といえば、もう一年

しかありません。世界の宗教者が集まるのには準備期

間が必要です。たとえ二年かかっても三年かかっても、

ガンジー翁の精神によって世界平和を実現しようと、

みんなで手分けして世界に呼びかけていこうではあり

ませんか」と提案をしたのである。 
 その庭野開祖の提案は「1969 年(昭和 44 年)後半か

1970 年(昭和 45 年)前半に、平和のための世界宗教者

会議を開催することについて時宜を得たものと認め

る」と満場一致で採択された。 
《よき友を得て》 
京都での会議のあと、庭野開祖はユニテリアン・ユ

ニバーサリスト協会会長のディナ・グリーリー博士、

ホーマー・ジャック博士と、互いの信仰について話し

合う機会を得た。グリーリー博士は、アメリカの宗教

者の決意を切々と訴えた。「日米両国の間にある太平洋

を、互いを隔てる海ではなく、小さな池にしてしまわ

なくてはなりません。それには、日本とアメリカの心

をつなぐその先頭に宗教者が立つことで。宗教者こそ

平和の先導者にならなくてはなりません。ベトナムの

人たちの間にも、アメリカの兵士やその家族の間にも

悲しみがあふれています。アメリカがベトナムでの戦

争をやめるよう、世界の宗教者が声をそろえて呼びか

けて欲しいのです。そうすればアメリカは必ずベトナ

ム戦争をやめます。そのための宗教者の会議を開きた

いのです。 
私の国の政府はいま大きな誤りをおかいています。

私たちは国務長官と三度も話し合いました。国務長官

も大統領も『ベトナムで共産主義を抑えなければ戦争

はさらに拡大する。我々は世界戦争を予防しているの

だ』と考えています。しかし私たちはむしろその考え

方が世界戦争の危機をあおっていると考えています。」

アメリカの宗教者の勇気に心を打たれた庭野開祖は

「太平洋戦争の時、日本の宗教者は無謀な戦争をやめ

させるために政府に働きかける勇気を持てませんでし

た。そのために全国の都市がつぎつぎと焼け野が原に

なり、沖縄では少年少女まで戦って玉砕し、ついに広

島と長崎に原爆が投下される悲劇が起きました。 
日本とアジアの国々、そしてあなたのお国の人たち

を含めて、どれほどの人命が犠牲になったことでしょ

う。宗教者は、勇気を持たなければ一人の人さえも救

うことができないことを、あらためていま教えていた

だいた思いです。この現代の世界で私たちが宗教者と

しての使命を果たすのには、どうしても世界の宗教者

と力をあわせ、その力を結集しなければなりません。

世界の宗教者が一つになること、それがいちばんの急

務です。 
宗教協力は、まず互いに知り合うことです。離れて

いると誤解が生まれ、反目しがちです。出会って話し

合えば、理解が生まれます。相手を理解できると協力

できます。たがいに理解しあい、協力しあうその場か

ら平和が広がるのだと言っていいでしょう」と正直に

自身の思いを告白した。 
グリーリー博士は立正佼成会の本部・大聖堂に集う

会員の姿を見て「立正佼成会は行動する宗教ですね。

その秘密は仏陀の教えを生活の中で身を持って実践す

る宗教だからだと思います。寛容と愛他の精神で宗教

協力を進めておられる」と感嘆して言われた。 
このグリーリー博士、ジャック博士との出会いが、

それからのちの庭野開祖の宗教活動を決定する大きな

出会いの一つになったのだ。      (つづく) 
 
渉外部からのメッセージ  

桜の季節から新緑が青々と葉をつけ新たな生命の息

吹を感じるこの時期に「青年の日」が行われることは

大変意義深いものを感じます。 
ご本部法輪閣の横に古木の中から新木が生えていま

す。まるで開祖さまの歩まれた道を青年が継承してい

るように見えます。自ら生きようとする力を温かく見

守る社会でありたいものです。 
この「平安月報」は下記アドレスからダウンロード

できます。是非、ご覧ください。 
http://www.rkk-kinki.jp/kinki/thats_kyoto.html 

 


